
鶴
岡
市
が
県
に
対
し
て

提
出
す
る
「
令
和
７
年
度

重
要
事
業
要
望
」
に
つ
い

て

日
、
議
会
に
説
明
が

12
あ
り
ま
し
た
。

総
要
望
件
数
は
前
年
度

と
同
数
の

件
で
、
内
訳

61

は
新
規
３
件
、
廃
止
３
件

で
す
。

新
規
項
目
３
件
は
、

○
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
登
録

「

」

湿
地

大
山
上
池
・
下
池

の
総
合
的
な
施
策
の
推
進

①

豊
か
な
自
然
を
守
る

た
め
の
自
然
環
境
学
習
・

保
全
活
動
お
よ
び
活
用
へ

の
支
援

②

認
知
度
向
上
の
た
め

の
、
普
及
啓
発
に
係
る
支

援
本
市
に
あ
る
「
大
山
上

池
・
下
池
」
は
、
山
形
県

内
唯
一
の
ラ
ム
サ
ー
ル
条

約
登
録
湿
地
で
す
。

鶴
岡
市
で
は
、
平
成
20

年
（
２
０
０
８
）

月
に

10

ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
湿
地
に

登
録
さ
れ
ま
し
た
。

鶴
岡
市
自
然
学
習
交
流

館
「
ほ
と
り
あ
」
で
、
保

全
活
動
や
環
境
整
備
、
環

境
学
習
や
普
及
啓
発
活
動

を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。

拠
点
施
設
ほ
と
り
あ

は
、
大
山
自
治
会
を
指
定

管
理
者
と
し
て
維
持
管
理

を
し
て
い
ま
す
（
～
令
和

６
年
度

。）
、「

」

し
か
し

ほ
と
り
あ

の
活
動
の
み
で
は
、
マ
ン

パ
ワ
ー
や
財
源
が
不
足
し

て
お
り
、
上
記
の
支
援
を

求
め
て
い
ま
す
。

○
沿
岸
部
の
環
境
保
全

①

沿
岸
部
が
抱
え
る
環

境
保
全
の
課
題
に
対
し

て
、
県
・
沿
岸
市
町
・
沿

岸
地
域
関
係
団
体
・
専
門

家
に
よ
る
検
討
組
織
を
立

ち
上
げ
、
根
本
的
な
解
決

に
向
け
て
横
断
的
に
取
り

組
む
こ
と

令
和
５
年
度
の
市
長
と

語
る
会
で
、
市
民
か
ら
出

さ
れ
た
要
望
で
す
。

（

）

小
堅
地
区

８
月
開
催

で
は
、

・
堅
苔
沢
海
岸
及
び
近
隣

道
路
へ
積
も
っ
た
堆
砂

（
寄
り
砂
）
の
撤
去
、

・
海
岸
漂
着
物
の
撤
去

(

※
海
岸
ご
と
に
所
管
部

署
が
異
な
る)

・
県
管
理
漁
港
区
域
内
の

県
有
地
に
あ
る
設
置
者
不

明
の
安
全
柵
の
修
繕
、

同
由
良
地
区
（

月
開

10

催
）
で
は
、

・
由
良
漁
港
近
傍
へ
の
堆

砂
と
由
良
海
岸
の
砂
浜
減

少
、

・
海
洋
ご
み
問
題
へ
の
対

策
、

・
県
、
地
元
関
係
団
体
、

専
門
家
に
よ
る
海
岸
環
境

保
全
に
関
す
る
検
討
組
織

の
設
立
と
、
原
因
究
明
、

対
策
検
討
の
実
施
、

が
出
さ
れ
ま
し
た
。

、

、

沿
岸
部
は

一
般
海
岸

建
設
海
岸
、
港
湾
、
漁
港

が
混
在
し
、
所
管
部
署
が

複
数
あ
る
た
め
、
相
談
窓

口
が
分
か
り
づ
ら
く
、
上

記
の
対
策
を
求
め
て
い
ま

す
。市

で
は
、
沿
岸
部
の
住

民
が
相
談
し
や
す
い
よ

う
、
沿
岸
部
の
環
境
保
全

に
関
す
る
相
談
窓
口
の
一

元
化
に
向
け
た
準
備
を
進

め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
従
来
か
ら
要
望

し
て
き
た
「
庄
内
海
浜
の

環
境
保
全
等
に
つ
い
て
」

も
、
年
々
流
木
や
生
活
ご

み
な
ど
の
漂
着
物
が
増
加

し
、
回
収
処
理
・
発
生
抑

制
対
策
を
求
め
て
い
ま

す
。

○
医
療
的
ケ
ア
児
の
支
援

の
拡
充

①

医
療
的
ケ
ア
児
の
通

所
や
短
期
入
所
等
の
一
時

的
な
受
け
入
れ
先
施
設
の

拡
充
を
図
り
、
医
療
的
ケ

ア
児
と
そ
の
家
族
に
対
す

る
支
援
を
充
実
す
る
こ
と

②

医
療
保
険
の
適
用
を

超
え
る
自
宅
利
用
や
、
医

療
保
険
の
適
用
外
と
な
る

自
宅
以
外
で
の
訪
問
看
護

を
提
供
で
き
る
在
宅
レ
ス

パ
イ
ト
事
業
を
実
施
す
る

こ
と

（
２
面
に
つ
づ
く
）

ώ
Ϛ
܅
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☆
４
月

日
の
朝
日
新
聞
が
、
２
０
２

15

３
年
度
の
都
道
府
県
・
政
令
市
議
会
の

海
外
視
察
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、

府
28

県
議
会
が
実
施
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か

り

「
コ
ロ
ナ
禍
が
収
束
し
、
以
前
の

、

」

。

水
準
に
戻
っ
て
い
た

と
報
じ
ま
し
た

☆
山
形
県
議
会
も
今
年
度

「
海
外
政

、

策
課
題
調
査
事
業
」
を
復
活
さ
せ
る
事

を
自
民
・
県
政
ク
ラ
ブ
間
で
取
り
決

め
、
県
予
算
に
「
政
策
提
言
充
実
強
化

」

。

費

８
０
０
万
円
が
計
上
さ
れ
ま
し
た

☆
本
県
も
、
人
材
・
経
済
・
観
光
の
発

展
を
図
っ
て
海
外
で
の
活
動
を
進
め
て

い
ま
す
の
で
、
視
察
を
お
こ
な
う
事
自

体
が
悪
い
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
問
題

は
、
明
確
な
目
的
に
基
づ
い
て
妥
当
な

費
用
で
お
こ
な
わ
れ
、
成
果
が
県
政
に

活
か
さ
れ
る
か
と
い
う
事
で
す
。
そ
の

点
で
、
既
に
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
政
務

活
動
費
に
よ
る
視
察
自
体
が
、
今
年
度

か
ら
よ
う
や
く
概
要
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
公
開
が
始
ま
る
と
こ
ろ
で
、
県
民
の

理
解
が
得
ら
れ
て
い
る
と
言
え
る
段
階

で
は
無
い
と
考
え
ま
す
。

加
え
て
、
今
般
復
活
す
る
事
業
は
、

こ
の
政
務
活
動
費
に
よ
る
視
察
と
別
枠

で
、
４
年
間
の
任
期
中
に
１
回
、

万
80

円
を
か
け
、
小
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て

お
こ
な
う
と
さ
れ
て
お
り
（
詳
細
不

明

、
１
人
ひ
と
り
が
目
的
を
持
っ
て

）
計
画
す
る
も
の
と
は
な
っ
て
い
ま
せ

ん
。

☆
そ
こ
で
私
は
３
月

日
の
議
会
運
営

15

委
員
会
で
、
詳
細
を
明
ら
か
に
す
る
よ

う
委
員
外
席
か
ら
求
め
ま
し
た
が
誰
も

。

、

発
言
を
認
め
ず

こ
れ
を
受
け
て

日
19

県
議
団
と
し
て
議
長
に
申
入
れ
を
お
こ

な
い
ま
し
た
。
朝
日
新
聞
は
海
外
視
察

の
特
集
記
事
を
組
み

「
何
か
特
定
の

、

調
査
案
件
が
あ
る
わ
け
で
も
な
い
の

に
、
先
に
多
額
の
予
算
だ
け
決
め
る
の

は
不
適
切
だ
」
と
い
う
私
の
コ
メ
ン
ト

を
報
じ
ま
し
た
。

（
県
議

関

徹
）

２３９２NO.
２０２４．４．２１
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新つるおかＨＰ

・
砂
浜
が
減
少

写
真
右

し
、
護
岸
ま
で
波
が
押
し

寄
せ
る
由
良
海
岸

・
加
茂
レ
イ
ン
ボ
ー
ビ

左ー
チ
で
の
漂
着
ご
み
清
掃

作
業



令
和
６
～
８
年
度
の
山

形
県
医
師
確
保
計
画
（
第

８
次
前
期
）
が
４
月
１
日

公
表
さ
れ
ま
し
た
。

「
医
師
少
数
県
の
脱
却

に
必
要
な
医
師
数
」
は
令

和
８
年
度
ま
で
、
１
２
８

人
の
増
加
が
目
標
で
す
。

医
師
確
保
目
標
は
、
医

師
多
数
区
域
の
村
山
地
域

は
現
状
維
持
で
す
。

庄
内
地
域
は
、

人
必

50

要
で
、
対
策
済
の
非
常
勤

医
師
４
人
の
差
分

人
が

46

目
標
で
、
県
内
で
最
大
で

す
。最

上
地
域
は
、

人
に

34

対
策
済

人
の
差
分

人

10

24

が
目
標
で
す
。

置
賜
地
域
は
、

人
に

38

対
策
済

人
の
差
分

人

21

17

が
目
標
で
す
。

庄
内
南
部
医
師
少
な
い

医
師
の
偏
在
は
、
庄
内

北
部
と
南
部
で
大
き
く
な

っ
て
い
ま
す
。

人
口

万
人
あ
た
り
の

10

医
師
数
で
は
、
酒
田
市
２

６
１
人
に
対
し
、
鶴
岡
市

１
７
２
人
と
な
っ
て
お

り
、
特
に
荘
内
病
院
の
医

師
数
は
、
日
本
海
総
合
病

院
と
比
べ
約
半
分
と
な
っ

表
参
照
・

て
い
ま
す

（
。

令
和
７
年
度
鶴
岡
市
重
要

）

事
業
要
望
書
案
か
ら

鶴
岡
市
の
地
域
医
療

は
、
過
去

年
間
で

の

10

20

診
療
所
が
閉
院
し
、
医
師

の
高
齢
化
で
さ
ら
な
る
減

少
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま

す
。

、

、

県
は

短
期
的
施
策
で

「
医
師
少
数
区
域
等
で
勤

務
す
る
医
師
を
県
内
外
か

証
を
残
し
て
く
だ
さ
い
」

署
名
を
集
め
ま
し
た
。

「
紙
の
保
険
証
を
残
し

て
く
だ
さ
い
と
訴
え
て
い

る
署
名
で
す
」
と
訴
え
、

１
時
間
で
１
０
８
人
が
署

名
に
応
じ
ま
し
た
。

「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー」、

ド
を
持
つ
の
は
不
安
だ

「
今
の
紙
の
ま
ま
で
い
い

じ
ゃ
な
い
か
」
な
ど
の
声

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

（
１
面
の
つ
づ
き
）

③

訪
問
入
浴
サ
ー
ビ
ス

や
生
活
介
護
事
業
所
の
入

浴
支
援
サ
ー
ビ
ス
に
対

し
、
事
業
所
の
報
酬
に
入

浴
加
算
や
重
度
障
害
者
支

援
加
算
等
を
追
加
実
施
す

る
こ
と

鶴
岡
市
で
は
、
障
害
福

祉
サ
ー
ビ
ス
の
支
給
や
、

医
療
的
ケ
ア
児
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
に
よ
る
相
談
支

援
を
実
施
し
て
い
ま
す

一
方
で
、
医
療
的
ケ
ア

児
の
受
け
入
れ
先
が
少
な

く
、
３
６
５
日
休
み
な
く

ケ
ア
を
す
る
家
族
の
負
担

は
大
き
く
な
っ
て
い
ま

す
。在

宅
レ
ス
パ
イ
ト
と
し

て
医
療
保
険
に
よ
る
訪
問

看
護
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
自
宅
外
で
の

訪
問
看
護
は
、
医
療
保
険

適
用
外
と
な
り
、
入
浴
支

援
は
、
報
酬
体
系
に
入
浴

加
算
が
な
い
た
め
、
サ
ー

ビ
ス
提
供
事
業
所
が
少
な

く
、
入
浴
回
数
の
制
限
等

が
あ
り
ま
す

本
市
に
福
祉
医
療
型
短

期
入
所
の
事
業
所
が
な
い

た
め
、
事
業
所
開
設
を
支

援
し
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。

廃
止
項
目
３
件
は
、

○
新
興
感
染
症
対
応
（
保

健
所
機
能
の
強
化
）

・
保
健
所
職
員
が
増
員
さ

れ
、
市
町
と
の
連
絡
調
整

等
も
円
滑
に
な
っ
た
た

め
、

（

）

○
国
民
健
康
保
険
税

料

水
準
の
統
一

・
令
和
５
年
度
末
に
山
形

県
国
民
健
康
保
険
運
営
方

針
が
策
定
さ
れ
た
た
め
、

○
伝
統
的
工
芸
品
産
業
に

対
す
る
支
援

・
県
補
助
事
業
で
対
応
可

能
な
た
め
、
と
な
っ
て
い

ま
す
。

ら
確
保
す
る
取
組
み
へ
の

支
援

、」
長
期
的
施
策
で
、

「
・
山
形
大
学
医
学
部
と

協
議
に
よ
る
、
将
来
時
点

の
医
師
不
足
に
対
応
す
る

た
め
の
地
域
枠
設
定
数
の

検
討
、

・
山
形
大
学
医
学
部
の
地

域
枠
数
、
東
北
医
科
薬
科

大
学
卒
医
師
の
今
後
の
県

内
勤
務
見
込
み
、
年
間
不

足
養
成
数
等
を
踏
ま
え
た

県
外
大
学
に
お
け
る
地
域

枠
の
設
置
の
検
討
」
を
掲

げ
て
い
ま
す
。

鶴
岡
民
主
商
工
会
第
１

学
区
支
部
と
長
谷
川
剛
市

議
は

日
、
コ
ー
プ
千
石

15

前
で
「
現
行
の
健
康
保
険

鶴
岡
市
立
荘
内
看
護
専

門
学
校
（
鈴
木
聡
校
長
）

の
入
学
式
が

日
、
荘
銀

12

タ
ク
ト
鶴
岡
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

第

回
生
の
新
入
学
生

51
人
が
出
席
し
、
鈴
木
真

19理
さ
ん
が
代
表
し
て
誓
い

の
言
葉
を
述
べ
ま

し
た
。

坂
本
昌
栄
議
員

が
市
議
会
厚
生
常

任
委
員
長
と
し
て

参
列
し
ま
し
た
。

消
費
税
廃
止
各
界
連

が
こ
ぴ
あ
で
署
名
行
動

消
費
税
廃
止
各
界
連
の

署
名
行
動
が

日
、
こ
ぴ

15

あ
前
で
行
わ
れ
、
菅
井
巌

議
員
が
ハ
ン
ド
マ
イ
ク
で

市
民
に
呼
び
か
け
ま
し

た
。

人
が
参
加
し
、
一
時

10
間
の
行
動
で

筆
が
寄
せ

72

ら
れ
ま
し
た
。


